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第2部 景域環境体ユニットを用いた環境保全指針と宅地設計への適用

第4章 日本の都市近郊市街地におけるエコロジカルデザイン

ー日独共同シンポジウム ｢エコロジカル都市のコミュニティデザイン｣から-

(クリスチャン･L･クラウゼ､阿部成治､森本幸裕､三村浩史､神吉紀世子､他)

本章は､日本の都市近郊の事例対象地をとりあげ､ドイツの専門家と日本の研究者の共同作業を行い､日

本の実状に対応した自然生態系保全のための地域デザインの方法について考察したo

地域ごとの自然や生態系の条件を乱さないようにどのように居住地を形成し､維持して行くべきか､とい

う課題はあらゆる地域で考慮されねばならない課題である｡都心部で再開発や住宅改善を行う､郊外に住宅

地をつくる､農村集落の基盤整備を行うといった様々な場面において､その地域ごとのエコロジカルな条件

をよく考慮した方法を選択しつつ進めて行くことが､全体としてエコロジカルな都市をつくることにつなが

ると考えられる｡

エコロジカルなデザインとは､ビオトープの保護とネットワークを中心とする動植物の生息環境づくり､

地下水や河川湖沼の水系の保全とかん養､肥沃な土壌の保全､都市気候の改善､さらには､美観の維持とい

う多くの側面をもっており､これらの側面にどのように取り組むべきかは､コミュニティが存在する地域の

条件ごとに考えなければならない｡

ここでは､まず､ドイツ ･ア-へン工科大学のクラウゼ教授による､ドイツにおける自然生態系を考慮し

た都市 ･地域づくりの方法論の紹介を行い､さらに､日本における事例研究として､大阪府枚方市 ･香里ニ

ュータウンと京都市 ･木野岩倉地区の2つの都市郊外地区を取り上げ､クラウゼ教授とともに現地見学 ･作

業を行い､それぞれの地区のエコロジカルデザインのためのガイドラインを試作した｡

なお､本章の内容は､1995年10月24日に､京都市内で行った､日独共同シンポジウム ｢エコロジカル都

市のコミュニティデザイン｣の内容を再構成したものであるQ

【シンポジウム講演 ･発表者】

クリスチャン･L･クラウゼ

ア-へン工科大学建築学部景域生態学及び景域設計学科 ･教授

京都大学招へい研究者 ･日本学術振興会短期招へい外国人研究者 (当時)
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阿部 成治

森本 裕幸

三村 浩史

福島大学教育学部住居学科 ･教授

大阪府立大学農学部緑地環境保全学科 ･教授

京都大学工学部建築学科､環境地球工学科 ･教授 (当時)

ラレトナ ･アディシャクティ

インドネシア､ガジャマグ大学建築学科 ･講師

京都大学工学部環境地球工学科博士課程に在籍 (当時)

神吉紀世子 京都大学工学部建築学科､環境地球工学科 ･助手 (当時)

※作業協力

松下 公也 京都大学工学部環境地球工学科修士課程 (当時)

ほか､京都大学三村研究室
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4-1 ドイツの都市における景域 0Andschaft)保全の考え方

(クリスチャン･L･クラウゼ､邦訳 :阿部 成治)

まず､現在のドイツの都市計画の課題がどのように考えられているかについて説明するoまず第 1番目の

課題は､都市地域を建物の密度を上げつつしかも､エコロジー的に改善することである｡第2番目の課題は

工場地域であるが､このような場所も同じ様な課題を有している0第3番目の課題は将来に対してエコロジ

ー的な建築形態を考えることであるO

今ある緑地に関しては､エコロジー的により新しい機能と役割を考えることである｡ドイツでは､現在い

かにして都市と農村をエコロジー的に連結するかということを議論しており､それがビオトープと関連する

わけである｡現在まだ居住されていない地域に関しては､何を保全し､何に利用してよいのかということを

判断することが必要である｡自然保護というのは都市にいて周辺を見るのではなく､周辺の自然から都市を

見ることに特徴があるのであるO

このために既に20年前から連邦において連邦自然保護法という法律が作られているのである｡法律が考

えていることは,自然と景域 0jndshcaft､自然地)を､いかに①成長させるれ ②再生するか､③安全

に守るか､あるいは､④まずい利用を避けるかということである｡これらの4種類の方針の中心にあるのが､

植物､動物､人間である｡重要なのは､おのおのの景域の要素が相互依存関係にあるということを､各々を

見ると同時に全体を見るということである｡そのために法律にはいくつかの手法が用意されているが､その

一つは､地域を (指定して)保護するという手法である｡日本と同じように､ドイツにおいても何種類かの

強さの違う保護地域がある｡2番目の手法は､ある対象-ある景域とかある樹木-を保護するという方法で

ある｡樹木の保護は長い歴史がある.ほぼ100年前にハンブルクで樹木保存条例が作られたoこの樹木保

存条例は常に問題を持っていて､例えば､農家が保存対象樹木を切ってしまうという問題があった｡199

4年の6月に連邦行政裁判所が樹木保護は合法であるという判断を下した｡この条例は地方自治体が自らの

責任において作るものであるO

ここで連邦自然保護法がどのようにある一定の地域を保全しているかについてを示すO-例をあげると､

ライン川沿いの地域で､かつて城があった丘の麓に庭園が作られて長いあいだ守られてきた場所がある｡こ

のような所は自動的に崖地ビオトープとして保護されている.さらに､小川や川の淀みの所も､建築したり､

取り除いたりしていけない保護地域となっている｡川沿いの岸辺も保存地域である｡葦の群落も保存地区で

あるDドイツにおいては､大半の州では､小川の両岸15mないし30mは建設行為やレクリエーションを

行ってはならないとされている｡さらに､保護を強めている州では､雑木林や生け垣を保護している｡特に､

樹木が森とその他の地域を連結している場合には重要なのである｡シュパルツバルトやヘッセンでは､果樹

は､すでに経済的には価値がないがそれでも保護しなければならない0

これらのビオトープの保護は8年ほど前に始まった｡それでもドイツでは､種が滅びるということが現在

もなお続いている｡レッドリストは､子供たちにも親しまれているような種なのに､絶滅に顔している種が

多くリストアップされている｡樹木の保全が取り組まれている一方で､なお樹木が枯死しつつあり､ドイツ

の全土の樹木の3分の1が枯れる寸前であるといわれているO森が死につつあるところは全土にある.洪水

が頻発しているが､森が枯れ死ぬためだけでなく､小川を堤防でかためて直線化することも原因の一つであ

る｡土地を舗装して封印することも原因と考えられる｡ドイツでは1日に120haの土地が道路や建築物
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で封印されている｡ドイツでは国土の20%が封印されてしまっている｡

さらに､ドイツの再統合によって新しい問題が生じてきた｡西ドイツにおいては住宅用地の需要が増加し

ているし､工場もそうである｡交通量も増加している｡8000万人の人口に対して5000万台の車があ

る｡さらにドイツ人はレクリエーションが好きで､海外に出かける者も多い｡多くのドイツ人は自然のなか

で休暇を過ごすことが好きである.ドイツの問題はさらにヨーロッパ共同体にとっての大きな問題になるO

平地も森林も大きな問題をもっている｡そこで､すべての土地を対象とする景域プラン LandshcaEts-

plan､自然地計画図)をつくることが必要とされている｡自然保護法によるとすべての区域一市街地､田圃､

周辺地を含めて-を対象としてプランを作ることになっている｡景域プランは地形やすべての環境要素を含

むDさらに将来を予測して発展方向を示す｡後の世代のことを考慮して作るのである｡景域計画システム

(IAndschaftsplanung)は､都市計画や地域計画のシステムと対応していて州､地方､自治体のレベルに

別れる｡自然への侵害についてどのようにするかについての内容ももっている｡道路を建設したり住宅を建

設する場合には､エコロジー的状況が建設前と後で同じになるということが求められるoこの一つの例とし

て､デュッセルドルフでは､高速道路を地下にした｡さらにまた､重要なことは景域プランは空から地下ま

でを考えているということである｡この結果､ある地域についてすべての環境要素について､収支決算所の

ようなものを作ることになる｡

ドイツにおいては､このようなことについては原因者が負担するということになっている｡たとえば､水

についていうと､自治体はそこで得られる水だけを使うことができる｡自治体は環境貯金簿を書いていて､

もし赤字になればそれに対して支払わなければならない｡

新しい考え方で都市を作っていくことが必要である｡分散的にぽつぽつと住宅が立地するような都市の作

り方はもはや許可されない｡なぜなら舗装された道路が長距離必要である｡道路が長いというのは､同時に

車でたくさんのエネルギーを使うことになるO今後許容され得るのは､集落としてひとまとまりに集まった

ような住宅地であるo集落がまわりの冷たい風から保護されるように建設すればさらによいのであるC理想

的な集落は道がまとまって短く､周囲を木で風から守られていて､暖房などに消費するエネルギーも少なく

てすむO

次はに動物に関して考えると､雑木林は動物にとって非常に重要である｡動物が生息するので薬剤散布を

してはいけない｡はなれて立地する雑木林とをつなぐ飛び石ビオトープが必要である｡もし建築を作る場合

にも､建築物によって着られてしまうネットワークをつなぐように､生け垣を作らねばならない｡そのため

に､土地が必要であればそれを購入する費用は建築をたてる者が負担せねばならない｡これをエコロジー的

相殺というo雑木林のシステムによって作られる生態系は大変重要である｡とくにハノーバーなどの北の地

域で平地に木が少ないところでは重要である｡

建物をたてるときは動物がもっている自然のシステムを乱さないということが重要である｡

大半の都市はどのようにして水が地面に染み込むような土地を再生するかを考えている｡自然空間とエコ

ロジーシステムの間の関係ということである｡

さらには､古い方法だが､景域の美しさを中心に考えることである｡景域計画家と都市計画家がどのよう

にして美しきを作るか､あるいは何が美しいのかを議論している｡空間の美しさがどのように構成されてい

るかを分析し､それをもとに､景域の美しきやその関係を示す資料を作る｡

次に､簡単に計画の内容を示す｡どのように土地や植物や水を一つの図面にするかを示すDまず､適応性

を調べるQどのようなダメージを受けているか､影響の関係､これらをもとにして､地域のエコロジー的危
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険性を判断するCさらに､どのように人々は木を植えたり景域の再生をやるかを示すD測定と美観をどうじ

にやるのが景域プランであるC測定するというのは､水がどのように地面に染み込むか､ビオトープの関係､

人間の視覚に与える影響を同時にするのである｡プランは他の行政分野や個人にたいして法的有効性を持た

ねばならない｡各々の土地に関して表現がなされるが､発展の目標が示され､次に手法 (全ての土地所有者

に力を及ぼす)を示す｡まず､どのように保全するか､どこに新しいものを建設し補充していくか､悪化し

た場所をいかに再生するか､どのようにレクリエーションの場所を作るかなどであるo

Lかしこれらは本質的な違いではなく実施の細部におけるものであるD現在､大きな問題になっているの

は､環境誘導計画というものをつくるべきかと言うことの議論である｡水や土地や放射能などの全ての要素

をまとめるものとして｡現在は､水や土地など別々の法律に基づいているが､これらをまとめて､ ｢環境法

典｣という一つの法律にするかという議論をしているO

ア-へンについてどのようにこのようなものを作るべきかを研究したが､4つの段階について計画を作る

べきだという結論を得た｡まず､現在どのような可能性があるかについて､新しい要素に関しては現在と比

較してどの程度危険性があるかを考える.この結果を元に今後の20から30年についてのスーパープラン

というものを作る｡その間に､ほかの考えが出てくればそれも補助的に含むようにしていく｡
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(資料 1)クラウゼ教授講演概要レジュメ

第1部 講演 ｢ドイツにおける都市と景域 (ランドスケープ)の計画の考え方｣

クリスチャン･L･クラウゼ教授

(ドイツ･ア-ヘン工科大学教授､京都大学招へい研究者･日本学術振興会短期招へい外国人研究者)

講演概要

景域 (ランドスケープ)計画という仕事は､ドイツ連邦自然保護法の第5条および第6条に従って､自然保

護を行うのための計画的な方法と手段を用意するものである｡この計画の目的は､

1 田園景城および､自然景域の保護､維持､および成長のために必要な一般的な手段を､再生可告巨

なあるいは維持可能な自然の資源を再生 ･維持し､再生できない自然を最小限の使用にとどめ､

景城の多様性や美Liさを保つように､講じること､

2 連邦建設法典に従って用意される土地利用計画 (Fプラン)の内容のうち､エコロジーに関わる

内容はどのようなものがあるべきか､さらに具体的な計画目標を決めること､

3 自然保護法にもとづく､景域に与える侵害に対するルールをつくること:連邦自然保護法､第8

条は､景城の現在の状況が､ある建設プロジェクトの実施後でも必ず同じ質を維持できるよう､

侵害をもたらすと予想されるような建設プロジェクトに運用される規定である｡

計画立案のプロセスに対応した景域の調査は次の3つのカテコリーにわけることができる｡

1 環境の質のバランスを測定し評価する

OUTP〕7

2 その地域の景域生態系の部分や構成要素がお互いにどのような機能をもって関係しているかを

議論する
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3 景域の美しさの分析や歴史的､文化的特質について分析する

心 L i _LL k ー ^

J

気 -~~~~1--

視覚的軸線/景域空間における

了 て芯 キ ミ

iJ :LA

一つの景域空間のイメージが連続しつつ､移動するにつれてすっと知覚し続けていくことができる

景城の (様々な条件の変化に対する)許容能力を増進させるために､一連の都市計画システムと協力して景

域計画が取り組むべく､現在､景域計画にもとづいた ｢環境誘導プラン (Umwe州eltPlan)｣を創設する

ことがドイツにおいて､議論されている｡このプランが実施されれば､ドイツにおいて､都市計画と景域計

画および環境の計画が協力して､環境の現状と将来像の全体的な見通しを得ることが出来る｡

参考那 斗:ドイツ連邦自然保諸法 (仮訳)

主 要 用 語

ドイツ語 (発音) 釈 簡単な意味 参照箇所

Biotop (ビオトー プ) ビオ トーフ ひとまとまりの地域生態系の存在する空間単位. p.127

Landschaft 景 域 土地の 士 ■ さと関わるまとま で ビオ ト一 °の p.131結びつ り ､ フ集積 したものo英語に訳すと landscapeになるが､

(ランドシャフト) ｢景観｣より広い概念であり､ ドイツでもこの言葉を使 うことに異議が出されたこともあるo

Bundesnaturschutzgesetz 連邦自然 自然と景域の保全のための法律で､1976年に制定さ p.129

(プンデスナ トウ7 保護法 れた01987年の大改正により､ビオ トープ等の概念 p.131

シユ ツツゲゼ ツツ) が導入されているo

Landschartsplanung 景域計画 連邦自然保護法によって導入された計画システムo p.130
(ランドシャフツブラヌング) システム 細部は111が定めるため､州で異なる点がある.

Landschaftsplan 景域計画 . 連邦自然保護蔭による狭域に関するブランo郡を対 p.130
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4-2 日本におけるエコロジカルデザインの事例研究

(1)日本 ･近畿の緑地と自然生態系の現状と課題 (森本 幸裕)

地球環境問題のひとつとして森林保全や生物多様性の問題が取り上げられるなか､都市の開発や再開発に

あたっても､環境負荷を少なくすること､既存緑地の保全､開発前の生物多様性の保全などへの配慮が不可

欠となってきている｡こうした問題をとりあげるとき､地域の生態系のおかれている状況や特性を把握して

おかねばならない｡

まず､はじめに､環境共生や自然環境保護のことを考えるということは､ ｢地域の自然｣を考えることで

あるということを言っておきたい｡クラウゼ教授によって紹介されたドイツの興味深い取り組みは､しかし

日本の現状と比べるとかなり違いがあって､日本でも同様の取り組みをして行こうとするときには､日本の

独自のものをどのように捉えるべきかを考えねばならない､ということを感じた｡

京都を例として､少し緑の状況を考えて見ると､京都は非常に古くから人が住んできた場所であって､ほ

とんどの自然は人間的なものに変えられているoランドサットの京都のデータを見ると､都市の中の川が緑

のラインを作っていることがわかる｡それから､御所のように隔離されている緑と､鴨川のようにつながっ

ている緑がある｡生物環境を考えるには､このようにつながっているか､隔離されているかについても考え

て行かねばならない｡植生は､もちろん原生自然はなくて､花粉分析によれば､1500年くらい前から京都

ではすでにアカマツ林になっていたことがわかっている｡

今回､岩倉一条山と香里団地のエコロジカル ･デザインを考えるにあたって､近畿地方のエコロジカルな

一般的な現況を認識し､自然回復を試みる際に検討すべき課題を指摘したい｡

1) 近畿地方の自然性をめぐる一般的状況

近畿地方は歴史的に古くから人々が生活し､自然的状況も人間の影響を大きく受けたものとなっている｡

岩倉に近い深泥池での花粉分析によれば､植生は1500年前より､痩せ地に生えるアカマツが非常に増加し､

森林の破壊の影響が顕著となっている｡また､700年前くらいから,スギ ･ヒノキが増加しており､北山に

おける造林が始まった可能性がある｡

しかし､森林の利用はこれまで概して略奪的であり､古くは藤原京の造営をはじめ､建築用材や薪炭材の

採取など人間による影響を大きくうけた田上山､六甲山などは広大なハゲ山となった｡京都､岩倉周辺や大

阪周辺も例外ではなく､植生が大きく衰退し､土壌が流亡した｡近年､都市近郊の山ではかつて､いわゆる

里山として持続的な土地利用が行われてきたという見方がとられることが多いが､地質的に問題のあるとこ

ろはいうに及ばず､非常に貧化した植生が維持されてきたのが現実であると思われる｡京都では比叡山から

大文字山にかけての花岡岩地域では植生破壊が土壌流出に結びつきやすく､数十年前まで森林が成立してい

ないところも多かった｡

明治以降､治山 ･砂防のための緑化が精力的に行われてきて､徐々に成果を収めていたが､山地の植生状

況を一変させたのが､1960年代以降の農村における燃料革命である｡プロパンガスの普及によって薪炭材

採取､落葉かきが行われなくなり､いわゆる里山の植生のダイナミックな変化が始まった｡植生遷移が進行

し､明るい二次林の林床をハビタットとする植物が急激に減少している｡マツ枯れ現象では枯れたマツが放

置されることにより加速度的に被害が蔓延し､里山景観は一大変化をとげた｡
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一方､拡大造林政策により､どんどん奥山までスギ､ヒノキの造林が行われ､原生的な自然は縮小の一途

をたどった｡近年では林業生産の衰退により間伐が行われない過密林分が増加し､林床植生衰退､風倒被害

や過密ヒノキ林の土壌侵食なども懸念される｡これらの結果､近畿地方では､植生類型として原生的な天然

林と目されるものは近畿地方ではわずか2- 3%にすぎず､北部の芦生と南部の大峰など奥山にしか残って

いない｡さらに農業生産システムの近代化とともに､これまでどこにでも見られたススキ草地や耕地周辺の

いわゆる里草地が消滅し､秋の七草とされたオミナエシをはじめ､身近であった草地植物の貴重種化が生じ

ている｡

丘陵地における新都市開発は土地造成を伴うために動植物はもとより水循環にも非常に大きな影響を与え

てきた｡新しい帰化植物はこうした撹乱地を中心に侵入し､在来種と競合している｡

総じて言えば､化石燃料とのトレードオフ関係､および外国の森林とのトレードオフ関係により､日本の

森林蓄積量は量的に大変増加したが､生物多様性の観点からは逆に問題が発生しているといえる｡

近畿地方について､結論から言うと､量的には一時期よりもかなり回復しているが質的には貧弱になりつ

つあるということである060年代以降の燃料革命よって､里山の利用が低下した｡岩倉地域でも､山林は

典型的な里山として使われてきていた｡よくこのような場所で､ ｢昔はよかった｣ということが言われるが､

決して昔の山林の状態がよかった訳ではない｡森林の利用というのは､非常に略奪的であったと言うことは

事実である｡上述のように､明治時代の六甲山はほとんど岩石のままで少しだけ松がある禿げ山の状態であ

り､こういう状況はかなり一般的であった｡比叡山から大文字山にかけては花コウ岩が分布しており､これ

は非常にもろくて土が露出して流れ､裸地に近い状態であった｡岩倉は少し違っていたようだ｡

量的には､燃料革命の影響で､外国の石油や外材に頼ることによって､日本の森林は守られている状況に

ある｡質的には､木材生産が奥山に進むことによって､原生森林が減る､さらに､草地が減ることによって､

植物の種類が減るという状況にある｡生物多様性の問題であるが､近畿地方の京都と大阪を例にとって､保

護の必要な植物の種類の数をあげてみると､重要な植物が草地と､森林地において特に減っていることがわ

かるOさらに､森林環境の中でも､極相林というよりも､2次林において､絶滅あるいは保護を必要とする

植物の種類が多くなっている｡草地については､山奥の自然な草地よりも､人里に近い草地 (田んぼの近く

など)の植物の種類が減っていることがわかる｡したがって､これからの自然環境をエコロジカルに人間に

近い場所で復元していくことが大切だということである｡

クラウゼ教授のネットワーク化が大切だという話があったが､山地から住宅地までいかにつなげていくか

ということ､さらに立地の単位について､多様な植生を確保するには､環境が多様でなければならないこと､

それから土壌は植生にとってたいへん大事であること､日本独特の状況として､ドイツと異なる点として､

日本ではフリーメンテンナンスで植生を回復させるときには､アメニティと両立させることが困難な場合が

多いということである｡それは､帰化植物との競合によってなかなか難しいこと､この点を実際の住宅地で

実現していくときに､管理の問題として考える必要があるCもうひとつは､本質的な問題として､このよう

なビオトープ的緑地を住宅の環境に持ち込むことは生物多様性にどの程度貢献するのかはまだ未知数である

ということであるOそれは､どこにでもあるような植物が増えるだけなのか､絶滅に顔している種が回復す

るだけではないのではないか､ということがまだわからないのであって､緑化に際してモニタリングを行っ

ていくことが重要である｡

さらには､住民の意識の問題がある｡ものだけつくればいいということではない｡去年の都市緑化フェア

でグリーンラボというイベントを私は指導したのだが､そのときに京都の町中の緑化について､いろいろな
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場合を考えてどれがいいかというアンケートを行った｡自然に近い緑地がいいか､きれいな花が多くしっか

り作られた緑地がいいかというと､住民はほとんどきれいな花があるほうを好んでいる｡これは､エコロジ

カルなものをもう少しよく､住民の人にも理解してもらうことが必要であることを示している｡

2) 自然回復における課題

以上のような問題を念頭に置き､近畿地方の特殊性を考慮しつつ､都市において生物多様性保全を考える

とき､つぎのような課題が指摘できる｡

･立地の多様性に配慮することD

･大きなスケールの自然状況を考慮し､エコロジカル ･コリダーを確保すること｡ (樹冠の連続､生垣､土

壌､川原などの連続を配慮すること)

･自然保護に関して住民の関心を高め､自然環境保全への住民参加を計ること｡

･森林 (里山)は基本的に再生可能であるから､積極的な利用を計りつつ､関心を高めることが望ましいD

･林内､潅木､林床植生､のアメニティ利用､レクリエーション利用0

･地質､土壌が利用に関する環境容量を大きく左右するため､十分な配慮が必要｡

･ビオトープ型緑地は､照葉樹林帯の気候による植生の過繁茂､偏向遷移をもたらす植物や大型帰化植物の

繁茂などに対処するため､きめ細かい管理､定期的刈り取りなどが必要｡

･大木は一本でも環境形成作用が大きく､保全が必要｡

･自然的群落を創るには播種工を主とし､植栽を従とする｡

･生物多様性へどの程度貢献するかは未知数のところも多く､定期的モニタリングが必要｡

3) 岩倉地区､香里団地地区のエコロジカルな特性

【岩倉について】

岩倉のほうは､大きな目で見ると割合可能性がある｡岩倉の周辺林地はかつての典型的里山であり､山は

チャートを主とする固い地質である｡これまで収奪的利用によってわずかな土壌が流亡し､せき悪林地とな

っている｡気候的極相はシイ林 (岩倉実相院裏にある)と考えられる｡北山 ･比叡山と連続性があり､ポテ

ンシャルは高い.付近に特有の野生種で美しい花の咲くミヤコツツジ 恥ododendrontectum)や比較的め

ずらしいカラコギカエデ(Aceraidzuense)､が分布する｡不法開発あとは石磯が多く､細粒分は少なく､ア

カマツの侵入がみられるO

このような珍しい植物がこの地域には比較的存在していて､地域独特の植物で､かつ,アメニティ価値の

高い植物を緑化に生かしていくことが考えられるoさらに､森林だけでなく､草地が少し足りないので草地

を復元していくことを考えてはどうかということoそれから､一番簡単な緑化である植栽の方法として､蒔

種工という方法がかなり自然な緑化ができることがわかっているので､これを活用していくことを考えては

どうかということである｡

【香里ニュータウンについて】

大阪層群の丘陵地を造成したもので､砂層が多く､排水がよいところでは樹木の成長がよい｡造成地のり

面の播種による緑化試験が日本で最初になされたところである｡生駒山や淀川など生態学的なポテンシャル

の高いところとは隔離されているoニュータウン敷地内のみの考察にとどまらず､3kmほどはなれた生駒

山から天川という河川を経て香里へ連なる生態学的な回廊プランのような大きな視点が必要とされる｡
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(2) ケーススタディ:景域 (ランドスケープ)変容の歴史と環境の現況

◆ ケーススタディ 香里ニュータウン(大阪府枚方市､大規模住宅団地)

この住宅団地は40年前に建設された｡その後の40年間で地区内の緑地 ･オープンスペースは､とりわ

けその間園のスプロール地区に比べるとランドスケープの賞が向上してきている｡近い将来､この地区の

住宅や都市施設は建て替え更新の時期を迎えるが､更新の結果､ランドスケープの質は増進される可能性も

ある一方､大幅に衰えてしまう可能性も考えられる｡従って､現在の緑地 ･オープンスペースの特質を把達

し､それをどのように維持したり向上させたりすることができるかを現在において考えておくことが重要で

あると考えられる｡

ランドスケープの変容の歴史

1920年代以前 里山と細い谷間の水田がつくる複雑な地形の農業ランドスケープ

1930年代後半 日中戦争中､日本軍がこの地区の細い谷津田に弾薬の工場と弾薬戸を建設した｡谷津田

が選ばれたのは里山の斜面が弾薬の語嬢の際､防御壁になるからであった｡

1945年以降 この地区が新しい住宅開発のための地区と指定される｡

1955-60年 日本住宅公団 (現 ･住宅都市整備公団)が住宅団地を建設､香里ニュータウンと命名し

た｡日本の計画的住宅都市開発の最も初期の事例の一つである｡

1995年以降 団地内の一部で建て替え計画が始まる｡
建て替え計画の概要 :
地区内の賃貸集合住宅が建て替えの対象となっており､5地区に分けて､古いも
のから順に進められる｡建て替え計画対象全体として､現在の容積率平均30から
40%が､平均120%に､戸数が現在の4881戸から6500戸に増えること以外は､計
画内容はまだほとんど決定されていない｡
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ラン ドスケープを練成する単位 (現況)
単位 特敬 維持管理の担い手

面的 戸iIて住宅地区 t∴J惑 二 三 三一. こ由二J' -つの住宅赦地は約200m20非ilベい地は80-100m2になり これが鹿等て柵 個々の住宅の居住者が個人的に管理する

木や植物の生育地に

なる○

集合住宅地区 テラスハウス地区 ._. _打 -,.., 居住者の共有庭と､個人の庭で住戸周り 佃人の庭は個人によって､共有庭は居住者が共同で管理する

Fさ .｣ が占められる○現在

.■ヽ▲ !Tl r-<..Lh_一一′■~ はこの庭が大きな緑地をつくっているが､11て替えに伴い･減少する可能性があるo

マンシヨ J l 住戸周りは共有庭○ 共有庭は居住者が共
･-1:=>.f/ 現在はこの庇が大き

ン .ア′て ▲-. - →.丁1 な緑地をつくってい

単位 - ト等 るが､姓て甘えに伴 同で管理する
公団住宅 =一 一一 い浅少する可能性が

一地区 掻 =;'J;T'' ､＼ あるo

公共施 学校 など 良覇 .I 広い非ilべい地を有しているが､緑地は 市によって管理される○一部では､利用

蘇二 一.- --I:.当 ノ_ 義 多くはない

企eg いくつかの公園は団地開発前の自然 を残しているものもある

1% .ノ■二一･l - (叶 +-- .I . : 者や近間住民が管理に宰加する

娘的単位 街路柵 ･ U 3 .--.i-. .1 いくつかの街路柵は けやき､イチョ ウの

重要なラン ドマーク 並木は､市によ って

r_ _.I ___ 軌 t_ち となっている 管理 されている

河川､水路 ∫,-ヽ ■､一 EB地開発前の農業用水指が一部､公共の 兼業用水鴇についてはJk窯の水利組合が､

a:.一一....- ,..,.ち .∫..′ オープンスペースにになっている 河川は府 .市が管理する

72





c,o
o
o
1-I(

tJ.U
m
日

日

.

.日

.

.J
･J『

..:L『

.7
,i.

∵

･.I.
二
....J1..;.

∵

't
t

I

･
一
二

二

･
L

･..
L
T･I
･7･..
;I.
J
J････

..

74



.･L.((1

.1iuL
T∵
こ
d
j)JuOJ
10

心rJJ7/
さ

レ
き

Jjn
V∑
山b
･...

･;･司
.I,I.
.T.I.i

L･

.
:･
IT:J
･
･･i
..
;ii---

J
,..
.53･'.T,
I.'iL
I･.7
一,･Sj

If･,.;jj.[[:I,'･.I-･.:i
:.==::.]

耳

･.gj
T.･
7..
･3,,I,I..)辛

l

･ナ

-･
2iFT
b
h
･ト
Jく=1Sj
隼
･-
｣

l守

一/I
/(o/A
"
10̂

～
i

㍉

■

.

"

.｡

些

虫

芸

山3015

王
y
rT表

,JI
Lk
他

で
曇

を
呈
Oy
jo
吉
b

こ.こゝl

.‥

.-
~
I
I
I

･-
･-1-
1I
TJ._

･L.F二

,,o
/
.
/
/
ノJj
･･<
=
.ii,Li
:

汗Sl.A-;



76



◆ ケーススタディ 木野 ･岩倉地区(京都市北部､典型的都市郊外地区)

この地区は京都市の都市地域の北の端に位置し､住宅建設の進みつつある地区である｡この地区はいくつか

の景観破壊と､市街地と農地の混在が特徴的な地区であるが､このような地区は､現在日本の各都市で普通

に見られるものである｡魅力的な農村のランドスケープをいかして新しい住宅の建設に対する適切なデザイ

ンを兄い出すことが必要である｡

ランドスケープの変容の歴史

1920年代以前 この地区は京都市の市街地から里山のグリーンベル トで切り赦された､別の村であったO

地区のほとんどは農業地帯だったが､地区の人々は兼業農家として､京都市への通勤も

1925年

1929年

1949年

1954年

1960年代

1966年

1971年

1980年代

1983年

行っていた｡ランドスケープは里山に囲まれた小さな盆地地形で､人々は伝統的に盆地

の中にある5つの小丘を ｢岩倉5山｣と呼び､ランドマークとして景観を楽しんでいた｡

京福電鉄が建設される｡

同志社高校が移転してくる｡これは､この地区のランドスケープの大改変の最初のもの｡

この地区が､京都市に編入される｡

この地区の最初の市営住宅が建設される｡

ミニ開発が急激に増えるO住宅開発と農地の混在が現われ始めるO

いくつかの場所で区画整理事業が始まる｡

周囲を取り巻く里山を除いた全地区が､市街化区域に指定される｡岩倉5山も市街化区

域内に｡

京都国際会議場が増築され､また､宝が池プリンスホテルが建設され､さらに地下鉄が

京都都心部とこの地区を結ぶことが計画決定される｡これらの大きな建設プロジェクト

と土地価格の高雄によって､劇的に住宅開発が増え､違法開発も発生したO

岩倉5山の-つである､一条山が､違法に削られ破壊された.一条山破壊に対する市民

運動が起こる｡
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ランドスケープを棟成する単位 (現況)

捕成する斗位 含まれる要兼 特徴 貴地管甥の担い手

面的単位 旧集落 農地､伝統的鼻音､寺社､古木大木､新築住宅､水路､など‥‥ 多様性にとみ､豊かなランドスケープのtA成が育成されてきた 農家によって､菜園､田畑､生け垣､柵木などが維持されている 'Pア こて.::..:33.-7-I:.::-I:.班.,u.也.i, い.ンー'T山 一/I..I-三l;.ii,i血好㌫=魂

計画的関 戸iIて住宅地区 新しい住宅､個人の庇､共有スペース､公P]､遭指､など.… 各住宅の住戸周りの 各住戸の居住者が -Jj.ー

一部は広がつくられ 個人的に広等の手 A.二一 三左
る 入れをする

集 合住宅 テラスハウス 住戸周りは､個人の 個人の庇は各個人で_､共有スペースは共同で居住者が管理する r､.,壷適蛋発地区 庭と共有庭がつくられる 転嶺'-
地区 アパートマンノヨン 住戸周りはほとんどが共有スペース ノ1I.I--■至妄讃

スプロール地区 農地､新旧住宅 樹木 jk ミニ開発によるスプロールが土地利用の 郡市基盤もあまりよく整備されてい 監這泡萎望喫
業用水路､等 混在を生じさせてい ない.椎が管理を

る するのか? ..▲..一一_I-一_｣.=■ー■■

区画生理地区 区画整理された遭指と水路新しい住宅､農地など 区画盤甥地区ながら､住宅と農地の混在が見られる○昔のランドスケープの特徴が消失. 住宅と農地の混在が見られる○農地は点寮が維持するが､その他の要兼は経が管理するか L{tl.t･泌一Jl_｣:._

公共施設 学校など!学校､グランド､駐車場､庭など 非はベい地が広いが､接地になっている割合は低い 主に市が管理する○一部利用者や近醍住民が管理に参加するo

公 グランド､広､棟木､碁 旭など いくつかの公庄一はもとの自然に近いラン 塩 山 鮎 ,;..i
ドスケープを鞍 している ,I "'D ..-

#* 小盆地 を園 t; 7力マツ､コナラの里山林 里山林は松枯れと､荒 旧集落のBt寮の組強が管理する.市街化川盤区城に含 E-.'T:_1.., ..=仙 :ユー=▼一一一二.一･一■-■■■■■■.I･''I--

里山盆地内の小丘 管理作業の不足でれているところがある○温成して住宅地等に開発されたところがかなり見られる. まれている○ i..,I .iL:::裏 責

旧集落のAL案の組織が管理する○市街化区城に含まれているため宅地関果されやすい○ FF=L......

線的単位 河川､水指 河川水路 自然に近い川､人工的な水路､河川等 旧来の農業用水指が 市または､Jk案紺地が水指を管理すら I.bI=;#..i,.-I...'7L.
近前に関放したオープンスペ-スになっているものもある

河川沿いの緑地 小さな竹やぶ 自然に近い川では竹 区画並理やその他 I■′Jトの小さなやぶが見ら の開発プロジエク 5L.¶1月
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(3) 香里ニュータウンと岩倉地区のエコロジカルデザインのためのガイドライン

(クリスチャン･L･クラウゼ､邦訳 :阿部 成治､神書紀世子)

【香里ニュータウンについて】

香里ニュータウンについては2つの重要な自然保護的なガイドラインを兄い出した.まず第-のガイドラ

インは､その地域固有のものを保全するということが必要である｡具体的に言い替えると､かつて丘陵地だ

った緑のアウトラインが建物がたっても同じように形づくられることC香里ニュータウンの状況をスケッチ

すると､スカイラインや今も残る雑木林､などの主要なエレメントが表わされる｡これは美観的な側面のガ

イドラインである0

2番目にはにエコロジカルなガイドラインを兄いだしたQまず､第1に､自然の循環を現在の状態を維持

して悪化させないことであるo近い将来団地の建て替え事業が予定されているが､事業によって以前に比べ

て建物がより多くたつことになっても､エコロジー的には恵化させないことであるo 表 4-1は景域にかか

わる因子をすべてを数値化し､能率的にプランニングできるようにしたものである｡横軸に書いてあるさま

ざまな機能について､○をつけてあるが､1から6の機能をもはや果たすことができない場合は､数値を減

らさぬばならない｡この表を用いるには､ある敷地に建物が建てられる場合､敷地に含まれる地表の種類と

その面積を求め､それぞれに対応する表の数値の面積合計を計算して一つのリストにまとめるO建築後も数

値の合計が同じになるように考えるo香里のような大きな町については､この方法が有効ではないだろうかo

ある空間全体を見て平均が同じになるようにすることである｡

第2のエコロジカルガイドラインとしては､水を汚さないなどの特定の重要な目的がある場合には､第1

のエコロジカルガイドラインでは不十分であるCここでは建て替え地区以外のところでよりエコアップする

ことが考えられる｡水の流れが人工的に作られているものを自然な流れに再生することにより､水の地区と

建て替え地区を合わせて見たときに､収支があっているということができるO建物を建てる人がこのように

して相殺方法をとることができるわけであるo

【岩倉について】

環境にたいして過ちを行ったときには､これを繰り返さないということが原則であるQ破壊された山や川

が既にあるからといって､他の山や川も破壊していよいということはないO一条山も意識的に全体を調和さ

せることができるはずである｡周陣の丘陵地は保全し､市街地は建築的要素の (雰囲気)を維持し､小川は

より自然化する｡緊急度に関して少し作業して見た｡水､空気などさまざまの要素があるが､その中でどの

要素が将来の世代にとって重要度が高いかを調査するべきである｡その結果､先のようなガイドラインが重

要であるとわかる｡
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表4-1

エ =コ ⊂コ 三ノ - イ系 敷 く O K ～ ) の 三十 算 表

dKWを計算するために参照する

一人桝 な伎吾によりその土地乃I頗互が低下する1才合､各維乱脇 Eに対しBKWの瓦から0.1ポイントすつ差し引かれる

一日黙の三間の特jJlをもっていないlB合には,搬能は言十賞に加えられない

土壌係数 Bodenkennyert=BKW ー 2 3 4 5 6

(水の浸透性､地下水かん禿､ 土壌を 地下水 地表水 気候の 冷た く 植物を

大気に湿度を与える機能を つくる をつく を浄化 浄化/ 新 鮮 な 育てる

もとに)○-GMtLr子のiJLfy/I,I-3'5/ダーa る する チリ､ホコリの吸着 大気をつくる気 ;LB差 自由に育つ動物 (ヒー●才

i-JD j,I-一腰hf'か_AJいrt/-a の緩和 ト7●)

BKW=1.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○

BKW=0.g:...割出荒してS.尉毒される._iT'I'hLit.SS.琵 慧 漂 完 濫 もの ○ ○ ○ ○ ○ ○

BKW=0.6日材.に任せて放置された真土(砂利の21也.砂地rd:ど)Td:らUに地中が自村村封こおかれている芝地の中の敷き石 ○ ○ ○ ○ (⊃

○ ○ ○

-輿.L冊..朝潮鴎.至芸 謎 等ヰ BKW=0.2厘ほほ化 ○ ○ ○ ○ ○

8KW=0.07スフ7ルト.れき宵やコンクリ-トによる三用宗.すきPBlを封印し地下とtT)リ克tして平に仕上げT=貢面ILJIr~ヽ.涌価冊冊mllT

一二下戸BKW=0.01脚 卿)はつているJも所で捕物が生えるようTJ土の1易FrTをーわ てい7:Jい所

BKW (土壌係数､土地表面の封印割合)

t)KW (1から6のエコロジー機能に対応 して差 し引かれた土壌係数)

BドZ (ある土地の土壌係数の平均値)
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エ コ ロ ジ ー 的再 設計の手 法 :香里ニ ュ ータ ウンの 事 例

ガイ ドライ ン Ⅰ

｢景域の個別性 と美 しさを意識 させる｣

基本原理 自然景域の構造 と諸要素の形態を保存 ･再生 ･模倣する

国選

当初 経過後
/芦芹ニ メ項聖賢ヽ

圭遠 景域パターンのモデルとタイプとを分析する

季里ニュータウンの空間と地区のカテゴリー.

･強い特徴のある要素のある地区 (丘陵､斜面､小川-)

･老木や局地的に多様な植生のある地区 (全てのものは個々の地勢のアクセントとなら

なければならない)

モテリレ

･1か ら5のユニ ッ

ガイ ドライ ン Ⅱ

丘疹頂宅p′Z･･.息糾あ.つ.･･,#斜 勘 4"L(れ町 F‥.日南

｢地域生態系の一般的な質を維持できるように､景域のインパク ト許容能力を備える｣

且A 一般的な持続性への配慮

基本原理 現状の価値を保護する

国_壁

当初 経過後 より過密な建設だが

低賃ではない

圭_基

エコロジカルな地区判定基準 (表 参照)

香里ニュータウンの空間と地区のカテゴリー

･景域の要素がほぼ同 じように構成 されている地区単位 (土壌､植生､生息地 としての

ミクロ構造など)

･とりたてて強調 されることのない香里地区外に対 してのエコロジカルな機能

(気候上の特別な機能､空気浄化､水質浄化など)
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旦旦

基本原理

図解

地域生態系の特別 に重要な機能-の配慮

a)新たな建設 により変化す る地区における機能の改善

b)新たな建設 により変化を うける地区における機能の改善

= 茎コ

ⅡBに関わる香里ニュータウンの地区カテゴ リー

･コンク リー トで固め られた水路

･浸食で傷んだ丘陵

･傷んだ斜面 と植生

地域生態系の機能の大 まかな解析 および評価

圭遷

巨 蛋

経過後

経過後

自然の小川
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エコロジー的再設計の手法事例研究:岩倉地区(京都市北部)
ガイ ドライ ン Ⅰ

環境 のアイデ ンテ ィテ ィを形成 している特徴的な景域要素の残存部分を保存す る

基本原理

一条山の残存部分を､景域の特徴がわか るよ うに保存 し､ 自然 と景域の侵害における

敏感 さを知覚 させて､かつての過 ちを将来において繰 り返 さないよ うにす る｡

国選

･動態 的 プ ロセ スの研究 のための地区

とす る (土壌浸食､植生 の回復発展

な ど)

･山す その境界部を安全性確保 のため

の地 区 とす る

t , i-

壁囲

1

1
y
I

y
′

･山 と周辺地 区の重要 ポイ ン トとを結 びっけるのに重要な領域 とコリドーを確保する

A) 自然 の連続

B)視覚的な結 びつき
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小 川 )コ リ ドー

重量

･住民 の意識 を尋ね る

･最悪 の場合のイメー ジ図を作成す る (シナ リオ)

(山を除即 し､景域を無視 した建設を行 う場合)

地区のカテゴリ一

･位置づけ ･特徴把撞 :マクロ構造､ メゾ構造､ ミクロ構造

･重要な要素 :水田､庭園､樹林の縁辺部､水路､街路､歩道

モラ一ル

景域の構造 と特徴

分析の ステ ップ



ガイ ドラインⅡ

地区特性 (ガイ ドライン Ⅰ参照) とバ ランスの とれる土地利用､ および､ まだ破壊 さ

れていない自然的 ･文化的要素を保有 している近隣の谷及 び集落の優れた美的価値-

の注目

基本原理

眺め､空間的特徴及 び美 しさのために､残存す る地区､要素､敷地 を保存す る

破壊 された地区を以前 の特徴あるいは都市的景域 との関係を考慮 しつつ再生す る

国選

⊂コート-_一 再生地区
･小川

･補強した土堤で閉じこめる地区

･不要な土砂の除去

･地区国有の様式での新たな住宅の建設

･地区固有の植物による新たな庭園の建設

∈ヨ 開発地区
E2a 保存地区 (森､樹林)

圭_塗

･構造の レベル (諸要素 ･生息地のネ ッ ト)で景域の特性 を分析す る

･問題地区 :様々な問題性を重ね合わせ る技術

･問題地区の指定､ または土地利用の提案

地区のカテゴリー

･住宅 :戸建て､など

･庭園 :

･田畑 :

･潅概用の施設

･水路

･街路､歩道 舗装 ･未舗装

･森､樹林

･縁辺部 ･境界部 田畑､水路､街路､道､森､庭園､公園などの

J

･問題集中地区一一一重要高価値地区

モデル

･マスタープラン (目標像)

･土地利用計画
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